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は じ め に
本稿は，１９世紀末リヴァプールにおいて模索された効率的な救済にむけた






























The voluntary sector, the state and social work in Britain : the Charity Organisation Society/
Family Welfare Association since１８６９（Aldershot : Edward Elgar,１９９５）; Robert Humphreys,






３）ロンドン COSは１９４７年以降，家族福祉協会（Family Welfare Association）へと名称を変
更しながらも現在まで存続している。
４）ロンドン COSに関する史料は，ロンドン都市史料館（London Metropolitan Archives）に
所蔵されている。
５）ロンドン以外の都市の COSに関する研究は，刊行されたものとしては，イングランド
北東部の数都市の COSの活動を概観した Keith Gregson, ‘Poor law and organized charity :
the relief of exceptional distress in north-east England,１８７０－１９１０’, in Michael E. Rose（ed.）,
The poor and the city : the English poor law in its urban context,１８３４－１９１４（Leicester :
Leicester University Press,１９８５）, pp.９４－１３１がある。また個別の都市に関する代表的なもの
として，マンチェスターを事例に検討した Alan J. Kidd, ‘Charity organisation and the
unemployed in Manchester, c.１８７０－１９１４’, Social History, Vol.９, No.１（１９８４）, pp.４６－６６が
ある。近年では，バームンガム，ブライトン，レスター，リヴァプール，マンチェスター，
サザンプトン，レミントン・スパの諸都市の COSに比較研究をおこなった Robert
Humphreys, Sin, organized charity and the poor law in Victorian England（Basingstoke : St.
Martin’s Press,１９９５）がある。


















６）Margaret Simey, Charitable effort in Liverpool in the nineteenth century（Liverpool : Liverpool
University Press,１９５１）, pp.８－１２.
７）Simey, op. cit., pp.８１－８４.
８）CRSの業務は，１９１９年に設立した対人サーヴィス協会（Personal Service Society）によっ
て，１９３２年に引き継がれ，組織は解体した。Liverpool Record Office［hereafter LRO］, HQ
３６０/２０/１, Brief history of the Liverpool Personal Service Society from１９１９ to the present day,
p.１.
９）ロンドン以外の都市の一例として紹介されている研究には，前出の Humphreys, Sin,
organized charity and the poor law in Victorian England がある。リヴァプールの慈善団体の
歴史のなかで言及している研究としては，Simey, op. cit .のほかに，H. Poole, The Liverpool




１０）Lawrence Feehan, ‘Charitable effort, statutory authorities and the poor in Liverpool, c.１８５０－

























１１）LRO,３６１COU/３/１, Newscuttings on the Liverpool Central Relief and Charity Organisation
Society［hereafter CRS］,２２Jan.１８６２－２３Dec.１８８４.



















ラスボーンと地域社会とのかかわりについては，Eleanor Rathbone, William Rathbone : A
memoir（London : Macmillan,１９０５）; Lucy Nottingham, Rathbone Brothers : from merchant to
banker（Liverpool Rathbone Brothers Plc.,１９９２）; 山本通『近代英国実業家たちの世界－資
本主義とクエイカー派－』同文館，１９９３年，１２４－１３２頁などを参照のこと。なお，１９世紀
















































１４）Feehan, op. cit., pp.８１－８２.






















１６）Rathbone Papers［hereafter RP］IX７/１０２, in Special Collection and Archives, Sydney Jones
Library, University of Liverpool, William Rathbone to Lee Jones,１５January１８６７.
１７）Eleanor Rathbone, op. cit., p.３７０.
１８）RP IX７/１３３, George Goshen to William Rathbone,２９April１８７１.
１９）RP IX５/２, William Rathbone to George Goshen,２July１８７１.
２０）LRO,３６１CEN１/２, CRS minutes,２７March１８７９, p.２５９.
２１）LRO,３６１CEN１/２, CRS minutes,１４April１８８０, p.３６４.
２２）A. Hanewinkel, The Elberfeld system of poor law as applied to various German towns
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２４）LRO,３６１CEN１/４, CRS minutes,２０May１８９７, pp.１６９－１７１.
２５）CRS, The forty-fifth annual report１９０７－１９０８（Liverpool : D. Marples & Co.,１９０９）, p.１８.
図３ 全体に占める地区委員会による取扱事例の割合：１８８８－１９００年


























































（出所）Robert Humphreys, Sin, organized charity and the poor law in



























２６）Humphreys, Poor relief and charity１８６９－１９４５, p.６８.































（出所）CRS, Annual reports,１８７５－１９００ ; Robert Humphreys, Poor relief and






















２７）Humphreys, Sin, organized charity and the poor law in Victorian England , p.１１３の Table
６．３より。
２８）Liverpool Daily Post,２９January１８６３.
２９）William Grisewood, The poor of Liverpool and what is done for them（Liverpool : D. Marples




３０）William Rathbone, Social duties : Considered with reference to the organization of effort in
works of benevolence and public utility（London : Macmillan,１８６７）, pp.８３－９１.























３１）LRO,３６１CEN１/２, CRS minutes,１６August１８７３, p.８７.
３２）CRS, The eleventh annual report１８７３－７４（Liverpool : D. Marples & Co.,１８７４）, p.９.
３３）LRO,３６１CEN１/２, CRS minutes,２３January１８７５, p.１２６.
３４）LRO,３６１CEN１/２, CRS minutes,１May１８７５, p.１３７.
３５）LRO,３６１CEN１/２, CRS minutes,１０July１８７５, p.１５１.
３６）LRO,３６１CEN１/２, CRS minutes,３１September１８７５, p.１６１.
























（出所）CRS, Annual reports,１８７７－１９００（Liverpool : D. Marples & Co.,１８７７－１９００）より
作成。
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うか。
第１節で検討したように，CRSは，１８６３年の設立当初から理事会（あるい
は中央委員会）によって「中央」集権的な体制のもとで組織運営されていた。
１８８８年に地区委員会が設立され，CRSの組織は表面的には変化したが，実質
的には，「中央」集権的な組織運営は堅持されたといえる。
こうした組織のもとで，CRSの活動は以下のような特徴を有していたとい
える。第２節で検討したように，救済申請者に対する最終的な救済決定権は「中
央」が握っていた。このことから，CRSの活動にも「中央」集権的な影響を
みてとることができる。また，救済事例に占める自組織による救済の割合を
CRSとロンドン COSで比較してみると，CRSの割合は圧倒的に高かった。こ
れまでは，COSは慈善を「組織化」，つまり効率的な救済にむけて，申請者に
より適切な他組織を紹介するための組織であると捉えられる傾向にあった。し
かし，CRSに関しては，上記のような意味での慈善の「組織化」よりもむし
ろ自らが救済するという特徴をもった組織であったことが明らかになった。
このような志向性をもつ CRSの典型的な活動が，救済一元化政策であった。
地域の慈善諸団体の寄付金を一元的に管理することをめざした救済一元化政策
の推進は，CRS設立当初から構想されていた。この構想については，地域社
会のなかでは賛否両論あったが，１８７５年に CRSがリヴァプールにおいて一元
的に寄付金を受け取る事務局として活動することが認められたことによって，
前進したということができる。
冒頭で述べたように，１９世紀末の英国においては，慈善団体をめぐって効率
的なあり方が模索された。これまでの研究では，その典型は慈善の「組織化」
とされてきたが，各地の COSが多様な性格を有することを考慮すれば，本稿
で検討したリヴァプールの事例は，地域の慈善諸団体を一元的に統括する中央
集権的な組織によって効率化の実現をめざした「もう一つのありかた」と捉え
ることも可能ではないだろうか。
慈善「組織化」か「救済一元化」か ４７７
